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研究成果の概要（和文）：本研究では，外国語としての英語語彙学習を効果的に行う能力として「語彙学習力」
という概念を提唱し，それを測定し学習者に即時診断フィードバックを提供できるオンラインテストの開発と妥
当性の検証を行った。具体的には，接辞の知識と文脈から未知語の意味を推測する能力を測定するオンラインテ
ストを開発し，合計4,000名以上を対象に実施した。得られた結果は，開発した二種類の語彙テストは信頼性が
高く，学習者の英語学習力の診断に有用であることを示している。

研究成果の概要（英文）：The present research proposed the notion of vocabulary learning ability 
(VLA), and aimed to develop and validate the online tests that provide learners with immediate 
diagnostic feedback on their VLA. Specifically, the present research developed the online version of
 the Word Part Levels Test and the Guessing from Context Test, and collected data from more than 4,
000 participants. The results showed that the two vocabulary tests were highly reliable and useful 
for diagnosing learners' VLA. 

研究分野： 応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで英語語彙知識そのものを測定するテストに関する研究は数多くなされてきたものの，効果的な語彙学習
を進めるための指針を提供できる診断テストに関する研究はほとんどなされてこなかった。本研究はそうした診
断テストの開発を試みたという点で学術的・教育的意義のあるものである。また，ラッシュ分析という手法を用
いた妥当性の検証やコンピュータ適応型テストへの応用・検証を行うなど，新たな研究手法のモデルを提供した
という点で学術的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで第二言語語彙習得研究の分野では，語彙知識の広さ（どれほど多くの単語を知ってい

るか）と深さ（ある単語をどれほどよく知っているか）を測る様々なテストが開発され，妥当性
の検証が行われてきた。これら既存の語彙テストは，学習者が持っている知識を明らかにし，そ
れをもとに学習目標を明確化できるという利点を持っているものの，より効果的に語彙学習を
行うためにはどうすればよいかについて教育的に有用な情報をほとんど提供できないという問
題があった。先行研究は，新聞・雑誌・小説等の様々なジャンルの文章を読んで理解できるため
には 8,000-9,000 語程度の語彙力が必要であるとしているが，平均的な日本人大学生の語彙力
はおよそ 3,000-4,000 語であり，そこには大きな乖離が存在する。にもかかわらず，多くの場
合，授業時間内に語彙指導に多くの時間を割けないため，実践的な英語力を身に着けるために必
要な語彙学習を学習者個人に任せているのが現状である。したがって，学習者個人が語彙学習の
効率を高める仕組みづくりは急務であると言えよう。しかしながら，こうした観点からの体系的
な研究がこれまでなされてこなかった。 
こうした状況を踏まえ，Webb and Sasao (2013)は，「語彙学習力」（Vocabulary Learning 

Ability：VLA）という概念を提唱した。VLA とは，語彙学習を容易にする知識や技能を指し，語
彙学習の効率性を決定し語彙発達の速度を予測するものである。この VLA を高めることによっ
て，語彙学習を効率よく行い，必要とされる語彙力をより効果的に身に着けることができるとさ
れる。VLA には様々な構成要素が含まれるが，その二つの主要な構成要素と考えられているのが，
英語接辞の知識と文脈から知らない単語の意味を推測する技能である。したがって，これら 2種
類の知識・技能を習得することは効果的な語彙学習にとって極めて重要な役割を果たす。 
上記の背景から，Sasao (2013)は接辞テスト（Word Part Levels Test: WPLT）および文脈か

らの推測テスト（Guessing from Context Test: GCT）の開発を行った。この二つのテストは，
他の既存のテストにはない独創的な特徴を備えている。第一に，これらのテストはラッシュモデ
ルを主基準に妥当性の検証が行われている。第二の特徴は，WPLT と GCT の網羅性である。WPLT
は，約 1億語の延べ語数から成る British National Corpus における高頻度語の上位 1万語の
中で，2語以上に出現する 118 種類の接辞を含んでいる。GCT は，先行研究で効果的であるとさ
れる 10 種類の方略（例：指示語の利用，反意表現の利用）をすべて含んでいる。第三に，WPLT
と GCT はそれぞれ異なる三つのセクションから成り立っており，接辞知識と文脈からの推測能
力それぞれの重要な側面を独立に測定することが可能である。WPLT は形式（語の中で接辞を認
識できるか），意味（接辞の意味を知っているか），使用（接辞が付加された語の品詞を知ってい
るか）の 3 セクションから，GCT は品詞（ターゲット語の品詞），手がかり（ターゲット語の意
味を推測するのに役立つ文中の語句の発見），意味（ターゲット語の意味の推測）の 3セクショ
ンからそれぞれ構成されている。WPLT と GCT は，それぞれ三つの側面を独立に測定することが
できるため，個々の学習者にとってどの側面が弱点となっているかを診断することができる。最
後に，こうした診断結果をもとに，VLA を高めるために具体的に何を改善すればよいかというフ
ィードバックが用意されている。 
現在，WPLT と GCT は，紙媒体で利用できるよう一般公開されている。これらのテストの問題

点は，一定以上の信頼性を得るために，WPLT は約 80問，GCT は 60 問の項目に解答する必要があ
り，それぞれ 30 分程度を要する。教育・学習面での実用化のためには，信頼性を損ねることな
くより少ない項目数を用いて，ウェブ上で簡便に学習者の語彙学習力を測定し，語彙学習におけ
る弱点を即時に診断できるコンピュータ適応型テスト（Computer-Adaptive Testing: CAT）の開
発が重要である。 
CAT とは，項目応答理論（Item Response Theory: IRT)を基に最適な難度の項目を受験者ごと

にコンピュータが自動的に選んで出題することにより，短時間かつ高精度で受験者能力を推定
する仕組みである。これは，受験者にとって易しすぎるまたは難しすぎる問題も含めて全問題に
解答しなければならない紙媒体のテスト（Paper-Based Test: PBT）やコンピュータを用いたテ
スト（Computer-Based Testing: CBT）にはない，CAT に特徴的な利点である。CAT の有効性につ
いては外国語学習の分野でも以前から指摘されていたが，（１）IRT を用いた事前調査および（２）
CAT 構築のためのコンピュータ技能の必要性のため，先行研究が乏しく，また教育においてもあ
まり利用されてこなかった。そのため，本研究は，当該分野における CAT 構築および評価の一つ
のモデルを提供し，CAT の検証に関する当該分野の発展に大きく貢献するものと期待される。 
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２．研究の目的 
上記の背景のもと，本研究は，英語の語彙学習力を簡便かつ正確に測定し，即時に診断フィー

ドバックを提供するオンライン語彙テストの開発を目的とした。具体的には，オンライン版 WPLT
（英語接辞の知識）と GCT（知らない単語の意味を文脈から推測する能力）に加え，オンライン



版新語彙レベルテスト（Updated Vocabulary Levels Test：UVLT）の作成を行い，妥当性の検証
を行った。また，WPLT を CAT 化し，紙媒体のテストから得られるデータとの比較分析を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) オンライン版語彙テストの構築： 

様々なプラットフォームを利用した。UVLT は qualtrics ，GCT は Javascript，PHP，MySQL
を用いて開発，WPLT は VocabularySize.com，CAT 版 WPLT は Concerto および Javascript，
PHP，MySQL を用いて開発した。また，CAT 構築で必要となるパラメータ値に関しては，
Sasao(2013)のデータを用いた。 

(2) オンライン版語彙テストの妥当性の検証： 
WPLT，GCT，UVLT について，様々な母語を背景とする合計約 3,500 名の協力者から得たデー
タをもとに，ラッシュモデルを主基準にして妥当性の検証を行った。 

(3) CAT 版 WPLT の評価： 
① Sasao(2013)と同じ項目バンクを作成した。解答に要した時間，信頼性係数，および推

定能力値の標準誤差の分析をもとに，760 名の協力者から得たデータと Sasao(2013)で
報告されている固定項目から得られたデータとの比較を行った。 

② 選択肢の自動生成機能を追加することにより，Sasao(2013)とは異なる錯乱肢を無作為
に生成し，96名の日本人英語学習者から得たデータと，Sasao(2013)のデータとの比較
検証も行った。その際，WordNet::Similarity に基づいて，項目内の選択肢に意味的類
似性がないかを判断した。 

 
４．研究成果 
(1) オンライン版語彙テストの妥当性の検証： 

① 構成概念妥当性について：WPLT，GCT，UVLT のいずれについても，内容的側面，実質的
側面，構造的側面，一般化可能性の側面，外的側面から調査した。その結果，各項目の
観測データはおおむねラッシュモデルに適合すること，項目の種類と難度の観点から
代表性が高いこと，アプリオリな仮説が観測データと矛盾しないこと，単次元性
（unidimensionality）が高いこと，受験者の母語によりスコアが大きく異なる項目が
あまり見られないこと，内的一貫性が高いこと，他の英語運用能力テストと関係が中
程度であることが確認された。 

② 項目修正について：ラッシュ分析においてミスフィットと判定された項目について，
修正または削除を行った。 

③ スコアの解釈について：ラッシュ分析が算出する受験者能力推定値はロジット（logit）
とよばれる単位に基づき，間隔尺度として解釈可能である。しかしながら，ロジットを
用いることには，能力推定値を算出するために Winsteps や ConQuest などの統計解析
ソフトが必要である，また学習者にとって馴染みがない数値のため解釈が容易ではな
いといった理由から，実用性の観点から困難があると考えられる。そのため，ラッシュ
受験者能力推定値と素点との対応表を作成し，素点から受験者のレベルが推定できる
ようにした。 

④ 等価テストについて：WPLT，GCT，UVLT のそれぞれついて，ラッシュ項目難度推定値に
基づいて，項目難度の平均値および分布が等しくなるように設定した二つの等価テス
トを作成した。これにより，事前・事後テストデザインを用いて，学習法・指導法の効
果検証を行うことが可能となる。 

(2) CAT 版 WPLT の評価： 
① 固定項目版との比較について：Sasao(2013)で報告されている固定項目テストから得た

結果と同程度またはそれより高い信頼性を得ながら，大幅に問題項目を削減すること
ができ，その結果解答に要した時間は 1/2 から 1/3 にまで削減できることが明らかと
なった。また，少ない項目数にもかかわらず，推定能力値の標準誤差は，Sasao(2013)
の結果と同程度であった。全体として，得られた結果は CAT 版 WPLT の有効性を示して
いる。 

② 選択肢の自動生成について：得られた信頼性係数（person reliability）は.82 から.89
の値を取り，紙媒体で得た結果や(2)①の CAT 版 WPLT で得た結果と同程度に高い数値
を得た。しかしながら，とくに接辞の意味を問うセクションにおけるミスフィット率
が他のセクションより高かった。実験協力者の英語運用能力にあまり差がなかったこ
とが一因である可能性があるため，今後は幅広いレベルの学習者からデータを収集し
分析することが必要である。 
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